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ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
チ
ャ
ッ
ト
形

式
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
の
み
な

ら
ず
多
く
の
企
業
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
が
保
有
す
る
情
報
に
は
顧
客
の
個
人

情
報
も
含
ま
れ
て
お
り
、
当
然
こ
う
し
た
情

報
が
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
効

率
的
に
作
業
や
分
析
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

一
方
、
個
人
情
報
の
入
力
も
簡
単
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
、
私

た
ち
が
予
測
で
き
な
い
よ
う
な
方
法
で
の
利

用
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
利
用
に
対
し
て
、
私
た
ち

が
「
同
意
」
な
ど
何
ら
か
の
形
で
関
与
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
の
利
用
で
生

じ
う
る
個
人
情
報
保
護
法
の
課
題
に
つ
い
て

の
私
の
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
と

Ａ
Ｉ
利
用
の
課
題

企
業
な
ど
の
事
業
者
が
私
た
ち
の
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
個
人
情
報
保
護
法

は
じ
め
に

私
は
、
小
向
太
郎
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し

て
お
り
、「
個
人
情
報
保
護
法
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ

か
ら
見
る
生
成
Ａ
Ｉ
と
個
人
情
報
の
第
三
者

提
供
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
と
、
最
近
で
は
テ
キ
ス

ト
だ
け
で
な
く
、
画
像
や
音
声
な
ど
幅
広
い

コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

（
個
情
法
）
の

規
制
を
受
け

ま
す
。

規
制
の
内

容
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で
は
第
三
者
提
供

規
制
を
例
に
検
討
し
て
み
ま
す
。
個
情
法
27

条
１
項
で
は
、
事
業
者
が
本
人
か
ら
取
得
し

た
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者（
他
の
企
業
な
ど
）

に
提
供
す
る
と
き
、
原
則
と
し
て
本
人
の
同

意
を
取
得
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
利
用
で
は
、
事
業
者
が
Ａ
Ｉ
に
個

人
情
報
を
含
む
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
力
す
る
と

き
、
事
業
者
か
ら
第
三
者
で
あ
る
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）に
個
人
デ
ー

タ
が
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
と

き
、
第
三
者
へ
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
は
本
人
の

同
意
が
必
要
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
第
三
者
提

供
規
制
に
は
「
委
託
」
や
「
ク
ラ
ウ
ド
例
外
」

な
ど
の
例
外
が
存
在
し
ま
す
。
も
し
、
例
外

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
第
三
者
提
供
で

は
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
反
対
に
、
例
外

の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、
第

三
者
提
供
に
な
り
本
人
の
同
意
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
そ
う
で
す
。

「
委
託
」と「
ク
ラ
ウ
ド
例
外
」

個
情
法
27
条
５
項
で
は
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
を
他
の
企
業
な
ど
に
「
委
託
」
す
る

場
合
に
は
、
委
託
先
は
「
第
三
者
」
に
該
当

し
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

Ａ
Ｉ
が
普
及
し
た
現
代
で

個
人
情
報
は
ど
う
守
ら
れ
る
べ
き
か

国
際
情
報
学
部
国
際
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報
学
科
４
年
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東
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学
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小こ
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AI 利用時の個人データのフロー
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に
つ
い
て
も
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
個
人
情
報
の

「
委
託
先
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
例
外

に
該
当
す
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

同
法
28
条
１
項
で
は
、
外
国
に
あ
る
事
業
者

に
対
し
て
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
場
合
に

は
、
委
託
先
で
あ
っ
て
も
第
三
者
に
該
当
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ

Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
に
所
在
す
る
プ

ロ
バ
イ
ダ
は
27
条
５
項
の
例
外
に
は
該
当
せ

ず
、「
第
三
者
」
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
に

個
人
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
と
き
に
も
問
題
が

発
生
し
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

事
業
者
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を
、
日
本
以
外

の
外
国
に
あ
る
サ
ー
バ
に
保
管
す
る
場
面
が

多
い
で
す
。
よ
っ
て
、
個
人
デ
ー
タ
の
保
存

も
、
形
式
的
に
は
「
外
国
に
あ
る
第
三
者
」

へ
の
提
供
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が「
ク
ラ
ウ
ド
例
外
」

（
個
情
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
７
―
53
）

で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
が
、
保
管
さ
れ
た

個
人
デ
ー
タ
を
「
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
」
場
合
に
は
、
個
人
デ
ー
タ
を

「
提
供
」
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
す
る
個

人
情
報
保
護
委
員
会
の
解
釈
で
す
。

で
は
、「
Ａ
Ｉ
へ
の
個
人
情
報
の
入
力
」

は
ク
ラ
ウ
ド
例
外
に
該
当
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
個
人
デ
ー
タ
を
取
り
扱

わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
」
か
否
か
で
す

が
、
こ
の
定
義
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
務
で
は
、
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
き
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
本
人
の
同
意
な

く
外
国
の
第
三
者
に
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
明
確
な
根
拠
が
な
い

状
態
で
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
内
で
プ
ロ
ン
プ
ト
を
処
理
す

る
と
き
、
何
ら
か
の
形
で
デ
ー
タ
が
処
理
さ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、「
取
り
扱
わ
な
い
」

場
合
と
い
え
る
か
、大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。

以
上
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う

な
場
合
に
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
か
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
現
在
の
制
度
は
、
Ａ
Ｉ
が
普

及
し
た
現
代
に
適
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

終
わ
り
に

今
後
は
、
Ｅ
Ｕ
や
米
国
な
ど
他
国
の
制
度

と
日
本
の
制
度
の
違
い
を
検
討
し
つ
つ
、
ど

の
よ
う
な
制
度
の
在
り
方
が
望
ま
し
い
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
新
規
技
術
は
、
技
術
の
発

展
速
度
が
速
く
、
規
制
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
国
際
情
報
学
部
で
学
べ

る
知
識
を
活
か
し
、
新
し
い
技
術
を
適
切
に

利
活
用
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
私
の
こ
の
研
究
を
「
ｉ
Ｔ
Ｌ
先

端
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
学
金
」
に
採
択
い
た

だ
い
た
教
職
員
の
方
々
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
方
々
、
そ
し
て

常
に
研
究
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
小
向

先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第 24 回情報ネットワーク法学会が
開かれた広島大学

２年次に参加した学会での発表




